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ど

タ

「
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー」

で
は
、
成
長
や
発
達
に
心
配

の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
つ
く
り
か
ら
機
能

訓
練
、

言
語
訓
練
、
保
諮
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
相
談
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
職
員
を
そ
ろ
え
て
、
総
合
的
に
お
子
さ
ん

の
成
長
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
は
平
成

日
年
に
附
易
マ
ザ

l
ズ
ホ
l
ム

「
ひ
ま
わ
り
刷
」
と
身
体
障
主
新

編
祉
セ
ン
タ
ー
の
小
児
の
訓
練
部

門
を
統
合
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は、

①
相
談
市

川

②
訓
糾
部
門

③
通
凶
部
川

と
大
き
く
3
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、

各
部
門
に
思
川
の
職
只
を
配
位
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
け
年
度
ま
で
保
他
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た

「た
ん
ぽ

ぽ
放
宅
」
を
今
年
か
ら
発
注
セ
ン

タ
ー
に
場
所
を
移
し
、
「親
チ
教

室
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
0

0
相
談
部
門

幸限

身
近
な
と
こ
否
で
健
康
づ
く
り

布
佐
南
公
園
内
に

「
う
ん
ど
う
遊
園
」

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
佐

山
づ
く
り
を
応
開
放
す
る
た
め
に
、

室
一一皆

瀬
一

・

酬
明
役
者

一叩

瓶

-寸
mz

孫
竹
我

冊

1 6 

市
内
で
2
カ
所
円
と
な
る

「
う
ん

ど
う
遊
幽
」
を
、
5
H
n
羽

u、
布

佐
市
公
凶
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

う
ん
ど
う
遊
園
は
、
辺
助
か
ら

泌
ざ
か

っ
て
い
る
小

・
山
年
齢
お

で
も
、
自
分
に
あ
っ
た
辺
助
を
ゆ

っ
く
り
、
の
ん
び
り
続
け
ら
れ
る

施
設
で
す
。

他
山
づ
く
り
や
山
た
き
り
予
防

の
た
め
に
運
動
し
よ
う
と
聞
や
っ
て

も
、
ひ
と
り
で
実
行
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
燥
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
仲
間
と
い
っ
し

ょ
に

「
う
ん
ど
う
遊
凶
」
で
、
他

胤
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

完
成

健
康
づ
く
り
運
動
教
室
に
ご
参
加
を

市
で
は
、
こ
の
で
つ
ん
ど
う
遊

凶
」
を
利
川
し
て
、
地
域
の
中

・

山
年
齢
お
を
対
象
に
、
保
他
州
や

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
指
導

に
よ
り
「
他
胤
づ
く
り
う
ん
ど
う

教
室
」
を
行
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
心
理
相
談

日
が
お
子
さ
ん
の
発
述
や
家
肢
の

不
安
を
と
も
に
考
え
、
必
裂
な
文

援
を
拙
楽
し
ま
す
。

ま
た
、
小
児
神
経
科
医
に
よ
る

医
療
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

z
-
-
o
 

3
.すこ

の
辺
助
は
、
持
さ
ん
が
考
え

る
よ
り
、
ず
っ
と
間
巾
な
も
の
で

す。

述
動
が
苦
手
な
方
も
、
体
力

に
円一
い
の
な
い
万
も
大
歓
迎
で
す
。

「他
州
づ
く
り
う
ん
ど
う
教
主
」

に
参
加
し
て
、
他
山
づ
く
り

・
生

き
が
い
づ
く
り

・
仲
間
づ
く
り
を

行
い
、
必
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

元
気
な
笑
い
戸
が
あ
ふ
れ
る
「
万一

い
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を

い
っ
し
ょ
に
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
中
し
込
み
は
必
裂
あ
り
ま

せ
ん
。
以
併
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

V
日
時

6
川
同
日
(
水
)
午
前
川

を

。
訓
練
部
門

国
学
旅
法
士

・
作
業
療
法
士
が

行
う
機
能
訓
純
と
、
一口市
川出
法
士

が
行
、つ
一一-回
出
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

機
能
訓
練
は
、
遊
び
な
ど
の
活

動
を
と
お
し
て
、
迎
動
機
能
の
発

達
を
促
し
ま
す
。

一九山
川
山
訓
練
は
、
遊
び
ゃ
教
口
一(な

ど
を
使
っ
た
活
動
を
と
お
し
て
、

古
川以
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

力
を
行
て
ま
す
。

。
通
国
部
門

汀
附
日
か
ら
金
山明
日
ま
で
の
午

前
川
吋
か
ら
午
後
2
川
ま
で
の
川
、

生
活
す
る
う
え
で
必
必
な
刊
怖
や

対
人
間
係
、
社
会
性
な
ど
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん
に
応
じ
た
保

有
市
助
を
と
お
し
て
折
噂
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

地
域
で
生
活
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
保
育
幽
と
辿
携
し
て
、

統
合
保
行

(保
有
国
で
の
保
行
)

に
も
-M
を
人
れ
て
い
ま
す
。

時
か
ら
け
時

(以
降
毎
月
第
2
水

附
U
の
川
じ
時
川
に
山
他
)

V
場
所

得
佐
市
公
凶
内

「
う
ん

ど
、
つ
滋
刷」

V
服
装
等
辺
助
が
し
や
す
い
服

装

・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

V
参
加
費

無
料

V
問
い
合
わ
せ
保
他
セ
ン
タ
ー

宮
(
幻

)1
1
3
1

※
抗
市
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

引
で
の
米
附
は
ご
泣
胤
く
だ
さ
い

個
別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

と
実
践
お
子
さ
ん
の
状
況
や
成
長
に
合

わ
せ
て
、
通
闘
で
の
指
導
方
法
や

統
合
保
有
の
方
法
、
家
庭
で
の
取

り
組
み
、
制
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
川

な
ど
の
個
別
支
媛
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
て
、
セ
ン
タ
ー、

保
行
凶
、

家
出
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
定
則
的
に
確
認
し
な
が

ら
、
お
子
さ
ん
の
発
述
を
文
怪
し

て
い
き
ま
す
。

家
族
と
と
も
に
取
り
組
む

お
子
さ
ん
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
の
は
、
職

μと
似
漉
帆
引
が
協
力

し
な
が
ら
チ
行
て
を
与
え
て
い
く

降ひょ う・大雨の
被害に遣われた皆様へ
お見舞い申し上げiす

5
月
M
H
の
ト
八
刷
と
ひ
ょ
う

に
よ
り
市
内
で
も
ん
添
い
服
、
出
作

物
等
に
大
き
な
被
巾
一
けが
発
止
しし

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
匂
子
迎
闘

を
器
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
自
立

を
め
ざ
す
指
導
則
に
入
っ
た
お
子

さ
ん
は
、
単
独
迎
凶
を
し
て
い
ま

@
親
子
教
室

-
蹴

6
カ
月
児
他
診

・
3
成
児

仙
一訟
で
発
迷
の
状
態
が
討
に
な
る

お
子
さ
ん
や
、
子
育
て
に
不
訟
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
辿
i
回
、
i
時
川

半
松
度
、
以
uM
6
カ
月
川
を
め
ど

に
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

的
動
内
容
は
、
手
遊
び
、
親
子

遊
び
、
制
作
遊
び
、
辺
助
遊
び
、

白
山
遊
び
で
す
。
発
述
セ
ン
タ
ー

の
峨

μを
巾
心
に
、
保
他
セ
ン
タ

ー
の
似
他
州
と
述
抑
を
と
り
な
が

ら
、
お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
育

・
発
達
の
ご
相
談
を

お
下
さ
ん
の
発
打

・
先
述
に
附

し
て
、
%
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
気
慨
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
下
日必
や
体
の

助
き
が
ん
爪
に
な
る
、
ま
だ
ぷ
け
な

い
、
呼
ん
で
も
指
り
向
か
な
い
、

他
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
べ
な
い
、

行
業
が
起
れ
て
い
る
等
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

ま
し
た。

市
で
は
、
こ
の
被
刊
に

対
し
て
、
祝
川
ぃJげ
の
発
行
や
、

相

談
窓
口
を
設
位
し
て
い
ま
す
。

。
建
物
に
損
害
を
受
け
た
方

保
険
会
社
等
へ
の
提
出
用
と
し

て
、
り
災
説
明
品川
を
発
訂
し
ま
す
。

V
証
明
舎
の
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
市一
日個
所
の
修
繕
前
の
い
与

山
内
(
ガ
ラ
ス
政
制
等
慌
微
な
被
山
札
口

は
筒
収
川
)

マ
申
請
先

・
問
い
合

わ

せ

市
民

間
励
文
援
諜
宮
(お
)I
I
I
-
内

市川
4
8
8

。
農
業
施
設

・
農
作
物
に
損
害
を

受
け
た
方

‘ ど
も
発
達
セ
./ 

11 

雪量
内
図

一一一一一---

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
氾
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
対
象

市

内
に
在
住
し
て
い
る

O
蹴
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
お
よ
び
保
必
者

V
受
付
日
時

一昨
迎
H
川
附
H
か
ら

金
附
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

こ

ど
も
先
述
セ
ン
タ
ー
宮
(鴎
)0
4

円

J
q
4

※
向
ん
糸
川
市
で
お
越
し
の
カ
は
、

セ
ン
タ
ー
の
駐
市
場
を
ご
利
川
く

だ
さ
い
。
泣い
山ヶ
パ
ス
等
を
ご
利

川
の
カ
は
湖
北
駅
ま
で
の
送
迎
を

行
っ
て

い
ま
す
。
子
約
の
隙
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

都市宣言
(60・12・3)

位界の恒久平和1<):‘人類共通の綴いである。
しかしながら.今日なお世界の動きは.級戦争の危綬をは
らみ‘滋に憂慮にたえない
わが国は唯一の後爆国と。して.核兵g'jの恐ろしさと.被爆
者の苔しみを全世界の人々に訴え.再び広島長崎の惨禍を
繰り返しではなら怠い。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため.いかなる国のい
かなる核兵留に対しても、その廃絶を求め.ここに平和都市
を宣言する。

あたたかみ のある 地域福 祉 の創造 に向け て

融
資
等
の
相
談
窓
ハ
を
設
け

て
い
ま
す
。

V
相
談
場
所

市
役
所
災
政
説
、

技
係
子
市
品
業
協
同
組
合
本

所
・
湖
北
支
所

・
布
佐
支
所

V
問
い
合
わ
せ

成

政

政

官

(お
)I
I
I
-
内
線
5
1
2

。
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
な

ど
で
、

独
力
で
の
被
害
へ
の
対

応
が
困
難
な
方

被
山
川
一
山
状
削
に
応
じ
て
対
応
し

ま
す
の
で
、

h
A
慨
に
ご
相
談
を
o

v
相
談
場
所

・
問
い
合
わ
せ

制
祉
総
A
H
相
談
宅
宮
(お
)
I
l

-
-
勾
似
3
9
3
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安
心
と
ゆ
と
り
の
健
康
福
祉
都
市
我
孫
子
を
め
ざ
し
て

2000.6.1 

『
生
き
生
き
あ
ぴ
こ

一-~ 
市
で
は
、
似
他

・
医
出

・
制
祉

施
策
を
総
A
H
的
に
悦
逃
す
る
た
め
、

「
生
き
生
き

あ

び

こ

し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
(
第
2
次
保
他
柿
祉
総

合
計
画
)」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
ま
で
の
柿
祉

の
総
合
計
闘
で
あ
っ
た
「
稲
祉
推

進
6
か
年
計
画
」

(叶
副
期
間
は

平
成
6
年
度
か
ら
日
年
度
)
の
基

本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
、
発
展

さ
せ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
今
後
こ
の
叶
凶
に
も
と

づ
き
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
保

他

・
医
山町

・
制
祉
の
充
尖
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

。
計
画
の
概
要

V
目
的

引
附
紀
に
向
け
た
我
孫

子
ら
し
い
保
他

・
院
山
間

・
偏
祉
の

あ
り
方
や
施
策
を
定
め
る
と
と
も

に
、
施
策
の
内
特
や
実
施
時
朋
も

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

定義d努

-gJ謹温遁団厄・

医療費通知を

郵送します

第1022号

面
民
健
康
保
険
に
よ
り
受
診

さ
れ
た
万
に
、
定
期
的
に
医
療

費
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
納
め
た
保
険

税
と
医
療
資
の
し
く
み
を
問
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
特
さ
ん

が
受
み
さ
れ
た
医
療
貨
の
円
己

負
判
舶
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
、
受

3
を
抑
制
す
る
た

め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
と
き
は
十
分
な
治
療

を
受
け
、
梢
誌
の
早
期
発
川ん

・

V
特
色

保
他

・
医
山町

・
制
祉
の

総
合
計
画
で
す
。
ま
た
、
佐
川
聞
を

迎
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
蛇
供
す
る
た

め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
(
年
齢
や

生
活
ス
タ
イ
ル
)
に
応
じ
た
計
阿

と
な
っ
て
い
ま
す
。
(計
画
の
基

本
回
燃
は
左
表
を
参
照
)

事
業
の
緊
急
性
な
ど
を
考
胤
し
、

優
先
的
に
取
り
組
む
重
点
平
業
を

設
け
る
な
ど
、
災
訓
性
を
市
制
し

た
計
凶
で
す
。

V
期
間

平
成
は
年
度
か
ら
凶
作叩

皮
ま
で
の
5
カ
年
で
す
。

V
範
囲

す
べ
て
の
世
代
を
対
象

と
し
、
保
健

・
医
療

・
相
祉
の
ほ

か
、
教
育
や
就
労
、
住
宅
、
生
活

環
境
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
o

v
位
置
つ
け

市
の
総
合
叶
回
と

指
令
し
た
も
の
で
、
似
他

・民
的

・

相
祉
の
批
上
位
刊
川
両
で
す
。

※

「生
き
生
き
あ
び
こ

し
あ

わ
せ
プ
ラ
ン
」
は
、
6
月

9
日

(金
)
か
ら
行
政
情
報
資
料
室
や
凶

件
舶
な
ど
で
ご
は
に
な
れ
ま
す
o

v
問
い
合
わ
せ

稲
祉
総
合
相
談

室
計
画
担
当
官
(
お
)
1
1
1

1
内

線
3
8
5

[妊娠・出産・乳幼児期l
。出産と子育てに安心とゆとりが感じられる

環境づくり

。子どもの成長と子育てを社会全体で支援す

るまちづくり

I学童期1
0子どもが明るくのびのびと育つ環境づくり
[思春期l
。中高生の健全な育成をめざす環境づくり

[青年期]

。健康の維持・増進と社会的自立を支援する

環境づくり

{中・社年期1
0生きがいのある充実した生活の基盤となる
健康づくり

[高齢期1
0誰もが生き生きと参加し生きがいを高める
まちづくり

lライフステージを通じてl
。すべての市民が安心してくらせるシステム

づくり

。安全とゆとりの生活基盤を整えるまちづく

り

。障害者を支援する体系的なサービスの充実

V計画の基本目標早
期
治
般
に
心
が
け
て
く
だ
さ

し
v※
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
技

は
、
別
に
通
知
し
ま
す

V
通
知
内
容

①
受
診
年
刀、

受
珍

Z
m胃袋
ぽ
一
分

③

日
数

⑪
阪
山
問
機
山
名

⑤
円

己
口
組
制

⑤
保
険
若
負
担
釦

V
問
い
合
わ
せ

同
保
年
令
部

給
付
係
宮
(
お
)
1
1
1
1
内
線

3
2
4
・
3
2
5

4
国
民
鍵
康
保
険
医
療
貨
の
通
知

平成 平成 時
3 1 13 11 9 月61年2 期月 月圭E 月 月

11 年馬1ヰ12 主0 Z 

量fi雪Ai 言i
平1成年2 2 平成
内

容

ELE t ~ 同ZFグ喜思 療
療ら 療うま ら 窃ウf毘r 月うま

• 

市聡員の募集案内

テレホンガイド

合(85)5000

市
で
は
、
平
成
日
年
4
月
1
日

探
川
予
定
の
市
職

μを
拡
集
し
ま

す
。一

品
集
す
る
職
制
や
峨

μ保
川
試

験
の
円
校
な
ど
は
、
あ
ぴ
こ
市
テ

レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

「戸
の
悦
利
似
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
案

内

期

間

7
月
1
日
(
土
)か

ら
引
日
(
金
)
〈
却
時
間
利
用
可
〉

V
利
用
方
法

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
宮
(お
)5
0
0
0
に
氾
訓
し
、

行
戸
柴
内
に
従
っ
て
コ

l
ド
併

サ
8
4
6
を
入
力

※
市
職

μ器
集
の
枠
制
は
、
一仏

判
あ
び
こ
7
月
凶
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

総
務
誠
人
引

担
当
宮
(お
)
1
1
1
1

6
月
1
日
は
「人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
出
待
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
似
告

な
ど
が
社
会
川
組
と
な
り
、
人
柿

川
組
は
多
純
化
し
て
い
ま
す
。

全
同
人
椀
抑
漉
袋

μ辿
合
会
で

は
、
6
月
l
口
を

「人
柿
擁
護
妥

μ
の

H
」
と
定
め
、

「考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
柿
、
わ
た
し
の
人
綿
」

を
虫
点
R
M
M
に
、
人
怖
の
擁
護
と

人
柿
思
恕
の
普
及
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
人
柿
擁
護
受

μ
(下
表
参
照
)

に
よ
る
人
柿
相
放
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
4
木
附
日
に
凹
別
館

2
階
而
談
窓
で
開
設
し
て
い
る
ほ

か
、
ノ
オ
ボ
官

μ
の
自
宅
で
も
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

佐
密
は
問
く
-V
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
峰
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
訓
社

会
係
官
(お
)
1
1
1

1

v児童手当・特例給付扶養親族数別所得制限限度額
扶養親族数 児 童 手当 特 例給付

0人 1 7 0万円 361万円
1人 208万円 399万円
2人 246万同 437万円
3人 284万円 475万円
4人 322万円 513万円
5人目以降は‘1人唱すごとに38万円を加算

目
よ
呈
手
当
寺
司
会
す
り
見
兄
昌
志
田
良
司
こ

l
J
Z
E
z
-
-川
三

時

T
a
L金
市
4
1
n
u
Z
E
F
河
ω
F
R
E
t官
F
n
v
H
v
t
t

新
た
に
給
付
を
希
望
す
る
方
も
申
請
を

川
ん
武
手
山
ー
や
特
例
給
付
を
受
給
限
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

V
支
給
月
額
*
1
子
園
・
2
子

却
下
さ
れ
た
万
や
、
H
年
中
に
扶

さ
れ
て
い
る
万
は
、
割
削
川
を
必

本
つ
く
し
野
支
所
・:
6
月
5
H

目:・
各
5
0
0
0川
*
3
子
園

必
現
政
が
明
え
た
み
は
、
日
年
中

ず
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。
別
限
内

(川
)
午
後
1
時
却
分
か
ら
4
時

以
降
:
・
作
1
刀
川

の
所
刊
で
の
待
作
が
あ
り
ま
す
の

に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
受
給
資

申
湖
北
台
支
所
:
・
6
川
6
H
(火
)

V
支
給
開
始
月

3
胤
米
制
の
川
ん
で
、
叫
山
中
山
し
て
く
だ
さ
い
。

栴
が
あ
っ
て
も
、

6
バ
分
か
ら
の
午
前
9
時
却
分
か
ら
正
午
、
午
後
世
は
、
中
川
手
続
き
の
迎
川
分
か

V
問
い
合
わ
せ

f
行
て
支
媛
訓

手
吋
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

l
時
却
分
か
ら
4

時

ら

(3
歳
以
上
の
見
泣
は
、
経
過
川
町
家
庭
係
官
(
お
)
1
1
1

1
内

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

*
湖
北
支
所
:
・
6
月
7
日
(
水
)
午
措
置
に
よ
り
、
9
川
初
日
ま
で
に
綿
3
4
7

ま
た
、
義
務
教
寸
就
学
前
の
児

前
9
時
苅
分
か
ら
正
午

申
抗
す
れ
ば
6
月
分
か
ら
支
給
)

宜
を
養
育
し
て
い
て
、
新
た
に
児

*
布
佐
支
所
:
・
6
月
7
円
(
水
)午

V
持
参

①
印
鑑

②
泊
求
者
名

前
手
当
や
特
例
給
付
の
受
給
を
希

後

1
時
叩
分
か
ら

4

時

必

の

即
金
通
帳

(郵
便
仙
を
除
く
)

望
さ
れ
る
・
万
は
、
申
附
し
て
く
だ
@新
た
に
受
給
を
希
望
す
る
方
は

③
前
求
者
が
国
民
年
金
加
入
の
方

さ
い
。

申
摘
を

は
年
令
手
側
。
倣
川
将
年
金

(町

。
現
在
受
給
中
の
方
は
現
況
届
け

V
申
賭
場
所

子
打
て
支
援
ぷ

生
年
令
な
ど
)
に
加
入
の
ト
刈
は
が

の
提
出
を

(公
務

μ
の
々
は
、
勤
務
先
)

来
、
ー
に
よ
る
年
余
加
入
疏
川
川
、

V
受
付
期
間

6
川
l
n
(本
)
か

V
受
給
資
格

市
内
に
住
民
俊
録
ま
た
は
年
令
下
似
と
他
山
保
険
証

ら
初
日
(令
)
〈
ヒ

・
川
附
川
を
除

(外
川
人
な
録
)
し
、
所
如
何
が
所
何

@
dr成
は
年
l
川
2
日
以
降
に
低

く
〉

制
限
限
度
額
(
下
表
参
照
)
未
満
人
さ
れ
た
万
は
、
前
住
所
地
の
役

V
受
付
場
所

，F
古川
て
文
援
瀧
川

で
、
必
務
教
育
就
学
的

(6
歳
到
所
が
発
行
し
た
平
成
ロ
年
度
山
市

屯
家
庭
係

(市
役
所
阿
別
館
2
附
)

述
後
砧
初
の
年
度
ト
ボ
)
ま

で

の

児

手
中
tm所
利
証
明
品
川

※
各
支
所
で
も
、
次
の
と
お
り
出
戒
を
養
育
し
て
い
る
方

※
H
年
度
の
申
間
で
所
得
超
過
で

3
0
0
o
d
以
上
の
区
域
の
土
砂
等
の
埋
め
立
て
は

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
へ
の
事
前
説
明
が
必
要
で
す

v人権擁寵委員

氏名 住所 電話

別府孝子 船戸2-9-32(84)2320 

表てる子 白山3・5・27(85)0396 

鬼 i幸三郎 我孫子563-10(82)2061 

杉山清吉 湖北台5・5・21(88)4655 

伊勢佳彦 布佐酉町54-4(89)3414 

建築物等
実態調査

※老人扶養親族がある場合は.1人につき6万円を加算

叫
の

「卜
し砂
等
の
川ほめい
仏
て
ル
ザ

に
凶
す
る
折
将
指
針
」
が
6
バ
i

H
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

3
0
0
0
訂
以
上
の

.R域
で
均
め

立
て
を
行
、
つ
引
業
符
は
、
県
条
例

に
基
づ
く
許
可
申
前
を
行
う
前
に
、

@
地
域
住
民
に
対
す
る
計
聞
の
概

6月4日から10日は
危険物安全週間です

6
川
4
H
(
円
)
か
ら
叩
円
(
土
)

は
、
「
危
険
物
安
全
迎
川
」
で
す
。

山
川
中
は、

「危
険
物
守
り

の
か
な
め
は
保
守
点
検
」
を
統

一
M
Mに
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
の
鉛
市
削
り
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
、
の
ぼ
り
肱
の
制
-不
な
ど
、

我
孫
チ
市
防
災
協
会
に
よ
る
件
発

活
動
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

石
仙
矧
な
ど
の
危
険
物
は
、
化

雄
投
省
で
は
、
都
道
府
県
、

山

町
村
の
協
力
の
も
と
に
、
6
川
に

「Jr成
は
年
度
組
築
物
等
尖
態
川
州

各
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
点
刊
は
、
以
近
の
出
築
物

や
佑
宅
の
地
築
状
似
な
ど
を
制
作

し
、
川
や
仰
辺
山
川
川
以
の
住
宅
行
政

な
ど
の
必
礎
資
料
を
作
る
た
め
に
、

十
昨
年
一
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
家
出
に
は
、
引
前

.
決
や
脱
出
似
A
h
L
し
の
仰
ぷ
山
…
の

A

別
会
の
山
伽

。
凶
係
市
町
村
に
付
す
る
計
州
の

概
要
や
地
域
休
日
山
へ
の
説
明
会
の

実
施
状
削
な
ど
の
説
明

な
ど
を
行
、
つ
必
必
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
市
町
村
民
や
住
民

学
工
業
容
川
の
原
料
ゃ
、
内
駒
山了

ボ
イ
ラ
ー

-
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
燃

料
と
し
て
、
ね
た
ち
の
H
常
生
前

に
川
県
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

危
険
物
は
、
必
ら
し
の
似
利
さ

や
快
適
さ
を
支
え
て
い
る
反
州
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
生
命
や
財

陀
を
掛
ゅ
う
旦
大
な
M
Y
般
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
し
て
、
危
険
物
に
よ

る
引
般
や
災
住
は
、
そ
の
多
く
が

人
的
ミ
ス
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
引
業
所
の

仲
さ
ん
は
、
こ
の
迎
川
を
契
機
に

保
安
体
制
の
，
川
の
確
立
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
の
特
さ
ん
も
、

危
険
物
に
つ
い
て
の
開
併
を
涼
め
、

安
令
な
取
り
扱
い
を
こ
こ
ろ
が
け

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
消
防
析
で
は
年
川
を
過

し
て
、
危
険
物
施
政
へ
の
い
斗
入
検

有
を
行
い
、
明
般
の
防
止
に
勿
め

て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防

訓
告
(剖
)
7
7
0
2

に
通
知
し
、
市
の
辿
築
指
持
政

峨

μが
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
々
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
鯛
査
期
間

6
川
旧
日
(
上
)

か
ら
叩
け
(
金
)

V
間
査
区
域

似.ド、

H
M
j
r

川
、
か
叩
佐
の
い
ず
れ
も

amの

・メ・峨
V
問
い
合
わ
せ

銭
諮
問
深

桁

vM係
官
(
お
)
1
1
1
1

代
ぃ
式
匹
引
か
ら
、
門川崎川
W
A
h
に
凶
す

る
協
定
の
巾
し
山
が
あ
っ
た
助
什

に
は
、
協
定
の
締
結
に
労
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ

せ

県

庁
・
間
決
雌
来

物
d
m
M
K脱
制
坑
宮
0
4
3
(2

2

3」

2
6
4
1



第1022号

@P  
公
共
施
設
の
無
料
開
放

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
見
学
会

公
共
施
設
の
無
料
開
放

。
市
民
体
育
館
・・
・6
川
山
円
(
土
)

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時

(肝
球

場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
袈
予
約
)

V
問
い
合
わ
せ

市

民
体
行
加
古

(
約

)1
1
5
5

。
烏
の
博
物
館
・
・
・

6
月
日
日
(木
)

午
前
9
吋
泊
分
か
ら
午
後
4
時
却

、、J'''J 

一一、=ぴ星第1

③周⑫制見窃りZ扇

(3) 2000.6.1 

V
問
い
合
わ
せ

(訂

)
2
2
1
2

。
あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道

(手
賀
沼
公

園
内
ミ
ニ

S
L
)
:
・6
刀
日
日

(H
)午
前
川
時
か
ら
か
「
後
4
時

V
問
い
合
わ
せ

(
財
)
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
告
(幻
)1
1
3
0

ね
の
博
物
郎
官

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

施

設

見

学

会

V
日
時

6
月
日
H
(木
)
午
後
i

時
か
ら
5
時

(μ学
は
、

i
M約

却
分
で
4
問
実
施
)

V
見
学
場
所

一
以
お
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
(
柏
市
柏
の
諮
5
の
4
の
6
)

V
対
象

小
学
校
4
年
生
以
上
の

方

(保
護
者
向
作
で
)

V
参
加
質

保…判

(山・
し
込
み
は

不
史
、
山
接
川ん
mr助
所
へ
)

V
問
い
合
わ
せ

同

プ
ラ
ザ
引
業

推
進
制
官
(お
)
0
1
3
9

文化のおも吉恰箱

V
場
所

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ

ラ
ザ
(柏
市
柏
の
川
出
)

V
内
容
*
展
示
・
:
一
飢
歌
、
俳
句
、

手
工
芸
、
絵
師
、
写
点
、
都
道
、

総
紋

(華
道
と
日
航
殺
は
円
・
は
H

の
み
)

中
舞
台
発
表

(山
-
U
-

げ・

同
日
)
:・
コ
ー
ラ
ス
、
洋
楽
、

民
話
、
邦
楽
、

マ
ジ
ッ
ク
、
抑
削
、

詩
作
、
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
ほ
か

*
実
演

・
実
技
発
表・
:
お
茶
、
太

極
根
、

和
太
政
、
社
交
ダ
ン
ス
他

※
我
孫
子
市
内
の
団
体
も
、
バ
レ

エ
や
邦
楽
、
話
山
な
ど
を
発
表

V
入
場
料

無
料

V
問
い
合
わ
せ

さ
わ
や
か
ち
ぱ

叫
民
プ
ラ
ザ
宮
(柑
)
8
6
0
0

3
B
体
操
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス
タ
i
n関
東

教室名 開催日時 募集人数 参加費 持参するもの

木工教室(巣箱) 10日(土ト14日(水) 各自7人 300円 あればカンナ-かなづち
10: 00"-12: 30 

糸のこ教室 24日(土)1O :00~12:30 
?人(小学校低 300円

(動くおもちゃ) 学年生に限る)

7日(水)‘21日(水) 各回7人 工房で制作したものトール自由教室 ①① 10: 00"-12: 30 (全4回実施)
500円

13:00 ~15 ・ 30

糸のこ押し絵教室
8日(木)、22日(木) 名目7人 500円
10 ・ 00~15 : 30

裂き織り体験教室 ①、句毛、9 :30~ 11 :30 午前-午後 300円 やわらかい綿の布29日(木、 13Joo~15:00 各回4人

小袋作り教室 22日(木) 1O :00~15 ・。。 7人 200円 裁縫道異‘色違いの布2枚(35anx45an) 

布わらじ作り教室 28日(水)13:00"'15:00 10人 200円 綿の布またはシーツ

Yシャツリフォーム教室 9日(金ト21日(水) 各日7人 200円
裁縫道具、 Yシャツ長袖

(側ケープまたは前かけ)1 0 : 00 "-15 : 00 HlZ 
特別γ?でハガキ(伊j控 17日(土)10:00~ 12:00 5人 200円 パスタオル、新聞紙

。リサイクル教室

ザ一フ

V
日
時

6
月
山
日
(
土
)
か
ら
は

臼
(
日
)午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時

(抑
台
発
衣
と
尖
出

・
災
技
発
ぃ
訟

は
午
前
川
時
か
ら
午
後
5
時
)

3
B体
総

(ボ
l
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
を
佐
川
す
る
辿
動
)
の

ふ
れ
あ
い
フ

エ
ス
タ
i
n
凶
以
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
(
参
加
悦
…判
)

V
日
時
・
場
所

6
月
同
口
(金
)

'申し込み・・電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに‘ふれあい工房運営協議会
合(86)5500ヘ(いずれも定員になり次第、締め切り)

@家具のりフォーム・リペア相談とデモンストレーション 毎週日曜日午後1EIきから4笥
。木工リサイクルアドバイザー 毎日午前10時から午後5時(毎週月曜日の休館日を除く)
@おもちゃの病院 毎週日曜日午後1時から午後5時
。おしゃれリフォームアドバイザー 毎週水・木曜日午前10時から午後3時

※駐車スペースが少ないため、車での来場~j:ご遠慮ください。

3...n分午
7閉 館、 liij
2 l.、 亡す |民110 
合目 立 11;'f
お 記 競 30
せ 培技分
τ!;ル;か
-%:ぇ・IL代 ら
ポい~JIi
話l7:~ Yi~ -'7 :f 
T『E'M. イ;: Ti主
云川知 1
むえ _::I I.~: 
3 とよ イ~~ 30 

蔵
書
点
検
の
た
め

市
民
図
書
館
は
休
館
し
ま
す

市
民
図
作
加
は
、

山
川
点
検
の

n
mそ
よ
か
ぜ
サ
:・

6
川
6
口

た
め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

(
火
)
か
ら
同
日
(金
)

V
期
間

※
こ
の
ほ
か
、
月
附
日
と
第
2
火

*
市
民
凶
州
知
本
館
・
:
6川
初

日

附

U
は
定
則
休
郎
日
と
な
り
ま
す

(
火
)
か
ら

m
H(令
)

V
問
い
合
わ
せ

山
日比
凶
川
郎
君

*
湖
北
台

・
布
佐
分
郎
、
移
動
凶

(UM)l
i
l
o

フラザコンサート
也-pJ (J)tJ埼〆てで

くつう母'0)ひとと老也

ピ
ア
ノ
前
奏
で
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ

と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

V
日
時

6
刀
旧
日
(
土
)
午
後

5
時
泊
分
川
出

(入
場
燃
料
)

V
出
演
者

・
演
奏
曲
目

*
入

や
I
山
さ
お
り

(ピ
ア
ノ
)
・:
出
炎

会
川
ア
レ
グ
ロ

(
グ
ラ
ナ
ド
ス
)

*
内
藤
説
子
(
ピ
ア
ノ
)
・:
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

(シ
ョ
パ
ン
)

牢
中
川

μ山
英
(
ピ
ア
ノ
)
・
・

愛
の
川
v
m
3併
(リ
ス
ト
)

V
場
所

・
問
い
合
わ
せ
市
民

プ
ラ
ザ
宮
(幻
)
2
1
1
1

県
女
性
セ
ン
タ
ー
自
己
開
発
セ
ミ
ナ
ー
E

「
起
業
家
を
め
ざ
す
女
性
の
た
め
の
講
座

(入
門
編
)

V
日
時
・
内
容

下
衰
を
参
照

V
場
所
川
山
火
性
セ
ン
タ
ー

V
対
象

・
定
員

川

内

在
住

・
伝

助
の
女
性
、
各
回

ω人
(応
必
省

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

V
参
加
費

無
料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ

ガ
キ
に
お
出
端
山
崎
名
、
住
所
、

氏

名
、
泣
訴
番
号
を
明
記
し
、

6
月

お
日

(口

・
必
や
む
ま
で
に
〒
2

7
7
1
0
8
8
2
柏
市
柏
の
柴
4

の
3
の
1
以
久
性
セ

ン
タ
ー
宮

(
刊

)8
6
0

2
へ

湖北台こどもJ~-ll

利用希望者は
登録を

山
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
山
内山山

下
前
従
・米
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
間
制
し
て
い
ま
す
。
今
川
は、

日時 タイトル 講師

7月8日(土)最新のビジネストレンド
午前11筒から ~世界の様々 な分野で活 田村真理子
午後O時30分 躍する女性起業家達~ (早稲田大学
7月8日(土)

21世紀の女性の起業を
ビジネススク

午後1時30分
考える

-)1;講師)

から3時
7月15日(土)

私の想いをかたちにしたい
午前11時から

「私の起業体験談J 北村律子
午後O筒30分 (ワーキング

7月15日(土)起業ヘ向けて‘今スタート ウーマン研究
午後1傍30分 「起業をするための心構 所所長)
から3時 えと準備j
7月22日(土)
午前11跨から 小さな事業の情報化戦略

奥谷京子午後O馬30分
7月22日土

(WWB/ジ

午後 1~30分 インターネットの活用方法
ャパン)

陛里?馬

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
集
い

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
川

湖
北
ム
円
午
前
川凶行
宅

(湖
北
ム円
保

育
附
降
り
)
の
施
ぷ
を
市
川
し
て
、

湖
北
内
こ
ど
も
ル

l
ム
を
4
川
に

川
ぷ
し
ま
し
た
。

利
川
を
前
削
刊
す
る
竹
刀
は
、
所
定

の
な
M
M
川
紙
に
よ
り
山
中
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

V
登
録
受
け
付
け
時
間

千
け
の

午
前

8
時
加
分
か
ら
午
後
5
吋

(正
午
か
ら
午
後
i
時
を
除
く
)

V
登
録
場
所

・
問
い
合
わ
せ
湖

北
台
こ
ど
も
ル
l
ム
迎
九
円
安

μ会

計
掛
川

(山
役
所
子
打
て
文
扱
叩州

内
)
宮
(
的
)1
1
1
1

。
市
民
図
密
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
居
館

会
(
制

)1
1
1
0

公
(釘

)3
0
5
5

2
(回
)1
3
1
1

8
(釘
)0
9
0
9

祉

一塑

当

初
一
明
石
一

明
一

宝

盟

主

型

旦

笠

型

竺

∞

珂
川
一年
e
一
11
-2
一・
4
一
念
一
紘
一
乞

一
紘

一
止
で
ふ
一

紘

一
九L
-

化
一

2
-化

問
一欄
一昨
一土
砂
一
昨
一砂
一昨一

E
b一坐
mr
一仙
一小
一mv
一mv

程
一川
一ド

Z
E
E
-
主
主
主
仁
一
主
主
主
主
主
U

塑

一館
一回
一
回
一
ド

一園
高
司
百
羽
司
司
司
ヨ
川
町

一

一民
一
公
一公

一川一

7

一ゆ
一飢

一入
一見

一ミ

一公
一公
一タ
一航

一

'
“

一所
一引
一任
一十
一
比
一公
一
m
一蹴
一
ι一誠
一μ
一直
一
町
一
ン
一
盟

国
有
一

一幻
一川
一
い

一純
一七
一川
一価
一社
一間
一尻
一
児
一J
一セ一
位
一

“
日

一
一
区

一間
一4
一幅
一
北
一け

一日
一
肘
一家

一川

一

ω一3
一
い
一
均
一

州一一
一場一
地
一也
一台
研
一
に
一川崎
一日

間
一川一
池
一制
一
谷
一
M
M

一川一

h
M一士一
け
一川

一行
一同

一本

一家

一野

一日
一ラ
一日
一色
一
守
一辺

一野
一

切
J
川

-

-H
H
-け
川

-
d
h
-
n凶

L

-・0
・

-
I
L

--件
ヒ

L
1

-
U
U
士
二
-H
寸

=
1

-
l
レ
-

L
F除
一

一
:
-i
一.u
T
P
一

三
可
一
(
で
と
ク
一

一ヨ

-1
一一Y
一い
-

K
二
洲
一
小

一柴
一
射
一新一
久
一
ど
三
一カ

一ム
日
一天
一戊

一般一

引一

1

・
一34
-

4

・

内

4

q

u

R

u

q

u

円
u

動
館
一E
一

2

2

2

2

2

⑤

移
鴎

1
寸

刑

制

創

刑

制

創

場所 日 手呈

市民会館 !日・15日(木)
部4会議室 16:00-16: 30 
布佐分館 22日(木)
おはなしのへや 16:00-16:30 
iMJ.1ヒ台分館 23日(金)
児JE，11・フロア 16:00-16:20 
※対象…4frtから9蹴までの方

分布
館分湖ヰ台ヒ場

館佐 所
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人セ 二子'、
のン

裕鈴木2 皆タ
さ |
んの 子、

』司
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

6
月

η日
(
土
)1

8
月

6
日
(日
)
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Eコ
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せ
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川
・

バ
川
則
、
あ
ち
こ
ち
の
林

や
そ
の
川
辺
で
、
れ
っ
ぽ

い
化
を

つ
け
た
シ
ャ
ガ
を
見
か
け
ま
し
た
。

シ
ャ
ガ
は
常
総
の
多
年
収
で
、

トけ
い
時
代
に
小
凶
か
ら
は
米
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
山
民
は
鮮
や
か
な

枇
色
で
光
川
れ
が
あ
り
ま
す
。
化
は

浪
の
川
か
ら
伸
ば
し
た
鍛
の
先

端
に
つ
け
ま
す
。

化
の
山
筏
は
川
1
五
セ
ン
チ
で
、

制
、
聞
く
と
タ
万
に
は
し
ぼ
み
ま

'Z・
?
と
ヲ

す
。
め
し
べ
の
枯
以
は
三
つ

に
分

か
れ
、
子
べ
っ
た
く
、
花
弁
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
が
レ
か
ひ
へ
ん

花
の

咽
待

F
mの
外
花
被
片
は

ふ
ち
が
細
か
く
切
れ
込
み
、
小
山
火

と
う
M

，L
4
〈

は

ん

却
は
控
於
色
の
庇
占
…
や
と
き
か
状

た
ん
し
し
よ
〈

の
突
起
と
そ
れ
を
聞
む
淡
紫
色
の

訓
点
な
ど
が
あ
る
の
で
、
な
ん
と

も
い
え
な
い
災
し
さ
で
す
。

「戸
川
に
仙
る
う
す
む
ら
さ
き
の

，，，

A
M
 

制
献
花
の
花
な
び
け
る
泌
さ
、えル
州

ら
か

L
tよ
し
ニ

れ
光
り
け
んゆ
」

f
ケ
山
市
fr

シ
ャ
ガ
は
-
--併
体
の
植
物
な
の

で
純
子
は
山
米
ま
せ
ん
。
繁
舶
は

も
っ
ぱ
ら
地
に
も
を
地
ド
叫
く
伸

ば
し
て
附
え
ま
す
。

(文
・
リ
点
杭
久
間
俊
引
)

シャガ
(あやめ科)



(4) 一
-ー
、=Z亦d身 2000.6.1 

健康

ガイド

食
中
毒
に
注
意
を

検
し
ま
し
ょ
う
。
井
戸
水
は
術
生

的
に
管
理
し
、
飲
料
水
に
使
う
場

合
は
定
期
的
に
検
査
し
ま
し
ょ
う
。

(
窓
口
・・・
柏
保
他
所
検
査
課
)

⑤
食
中
蒜
が
焼
わ
れ
る
よ
う
な
軟

便
や
下
痢
、
発
熱
な
ど
が
あ
る
場

合
に
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

V
問
い
合
わ
せ

保
他
セ
ン
タ
ー

歯
医
者
さ
ん
ま
で
行
け
な
い
高

齢
者
な
ど
に
訪
問
信
療
を
実
施

市
内
在
住
の
概
ね
白
成
以
上
の

方
で
、
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困

離
な
方
を
対
象
に
、
我
孫
子
市
歯

科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
在
宅
訪

問
歯
科
務
査

・
診
療
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

氾
請
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
の
第
2
号
被
保
険
者

(判
歳
か
ら
臼
歳
)
で
、
要
介
護

な
ど
に
認
定
さ
れ
た
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

(
身
体
の
状
態
に
よ

り
不
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
)

V
内
容

①
訪
問
歯
科
診
盗

②

在
宅
で
可
能
な
歯
科
診
療
(
義
歯

訓
蛙
、
口
腔
内
洗
浄
、
そ
の
他
身

体
の
状
況
に
応
じ
た
内
容
)

V
費
用

健
康
保
険
診
掠
扱
い

(老
人
医
療
受
給
者
証
を
用
立
)

V
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

妊

婦

の

た

め

の

歯

科

講

演

会

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
妊
娠
中
の
歯
科
術
生
や
赤
ち

ゃ
ん
の
幽
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め

の
お
話
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
を
。

V
日
時

6
月
日
日
(
木
)
午
後
1

時
却
分
か
ら
3
時
(
参
加
知
料
)

V
場
所

保
他
セ
ン
タ
ー

V
講
師

戸
口
市
出
(我
孫
子
市
歯

科
医
師
会
)

V
定
員

先
治
叩
人

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

包

括
で

6
月
同
日
(水
)
ま
で
に
保
他

セ
ン
タ
ー
宮
(肝
)
1
1
3
1
へ

お
ロ
の
中
を
清
潔
に

|
口
腔
保
健
週
間
|

「
め
ざ
そ
う
よ

家
族

標
F
全
員
き
れ
い
な
歯
」

6
月
4
日
か
ら
叩
日
は
、

「口

腔
保
健
迎
山
」
で
す
。

加
歳
で
却
本
の
簡
を
日
航
に
、

口
の
中
に
凶
心
を
持
っ
て
、
幽
の

他
府
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

V
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

ベ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

千
詑
川
町
で
は

6
月
を
「
動
物
の

.....-

こ
れ
か
ら
の
挙
節
は
、
食
中
部

が
発
生
し
や
す
い
時
則
で
す
。
食

中
時
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
細
菌

を
①
っ
け
な
い
②
明
や
さ
な
い
③

殺
閣
す
る
、
で
す
。

家
庭
で
も
、
次
の
占
…
に
住
い
な
し

て
、
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
例
理
前
、
食
事
前
、

ト
イ
レ
の

後
な
ど
は
‘
石
け
ん
で
手
を
洗
い
、

流
水
で
よ
く
す
す
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
等
の

訓
型
器
具
は
、
十
分
に
洗
浄

・
消

指
し
ま
し
ょ
う
。

③
食
材
は
よ
く
洗
い
、
加
熱
す
る

場
合
は
中
心
部
ま
で
十
分
熱
が
通

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(
中
心
部

の
品
皮
が
巧
度
C
で
1
分
間
以
上
)。

生
で
食
べ
る
も
の
は
、
術
生
的
に

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

@
冷
時
時
を
過
信
し
な
い
。

⑤
ピ
ル
な
ど
に
設
位
さ
れ
て
い
る

受
水
柑
は
、
定
期
的
に
的
帰

・
占…

ポ
リ
オ
予
防
接
観
後
に
健
康
被

害
の
疑
い
が
制
問
叫
で
発
生
し
た

た
め
、
市
で
は
5
月
幻
自
以
降
、

ポ
リ
オ
予
防
接
純
を
中
止
し
て
い

ま
す
。
安
全
が
峨
認
で
き
次
第
、

第1022号

日蹴自に病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ

再
開
す
る
予
定
で
す
が
、
現
時
点

で
は
、
再
開
時
期
は
未
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

既
に
ポ
リ
オ
予
防
擁
椛
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
接
種
後
の
お
子
さ

ん
の
体
調
に
心
配
な
点
が
あ
る
方

は
、
医
療
機
闘
で
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

88・31J 1 

82-8166 

受付時間
内科・小児科…午前9時から11時30分

午後1時から 4時30分
歯科 …午前9時から11時30分
持 参健康保険証と診療費

電話番号(87)7020(診療時間内のみ)
v二次救急病院(休日・夜間当番病院)
6月/日| 病院名 |電話

4日|平和台病院|紗11 1 1 

我孫子聖仁会病院

我孫子つくしmy.病院184-2211

我孫子東邦病院

11 日

25日

18日

正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
」
と
し
、

正
し
い
飼
い
方
の
普
及
を
図
っ
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、

動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
0

0
生
後
引
日
以
上
の
犬
の
、
狂
犬

病
予
防
注
射
と
登
録
を
忘
れ
ず
に
。

登
泳
法
主
底
1
司
、
JP
坊
主
村
山
叫

f
i
l
i
--

l

J
l
l
J
l
 

l
年
に
1
回
必
要
で
す
。

。
犬
の
欣
し
飼
い
は
危
険
で
す
。

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

散
歩
や
迎
励
を
さ
せ
る
と
き
は
、

引
き
綱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
子
犬
、
子
猫
を
増
や
す
つ
も
り

が
な
い
場
合
は
、
必
ず
不
妊
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

。
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
制
は
、

毎
週
木
昭
日
午
前
8
時
却
分
か
ら

け
時
却
分
ま
で
、
市
役
所
守
術
室

前
で
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

犬
や
姉
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

@
犬
の
散
歩
中
の
糞
は
、
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、川町
き

声
な
ど
で
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
、
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
「
危

6月の各種健診と健康教室
保健包ンター 湖北台1の12の16

険
な
動
物
」
(
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
へ

ピ
な
ど
)
を
飼
う
場
合
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
o

v
問
い
合
わ
せ

柏
保
他
所

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し

つ

け

方

教

室

V
日
時

・
場
所

7
月
1
日
(
土
)

午
前
川
時
か
ら
午
後
0
時
加
分
、

柏
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

V
内
容

@
単
科
柿
習
@
強
制

演
技
①
同
伴
犬
の
実
技
訓
練

(
製
予
約

・
雨
天
中
止
)

V
参
加
賀

5
0
0円
(
資
料
代
)

V
定

員

知

人
(
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
同
伴
犬
実
技
は
却
人
)

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

往

復
ハ
ガ
キ
に
犬
の
し
つ
け
教
室
、

住
所
、
氏
名
、
氾
話
番
号
、
犬
同

伴
の
希
望
の
有
無
、
犬
の
担
額

・

雌
雄

・
年
齢
、
相
談
し
た
い
内
容
、

返
信
面
に
ご
自
分
の
宛
名
を
明
記

し
、
6
月
凶
日

(水

・
必
着
)
ま

で
に
柏
市
柏
2
5
5柏
保
他
所
生

活
問
生
部
空

白
)
1
2
5
5
へ

』主ユ

陸l

d診

し、

健康メモ

白
め
い
ば
う
こ
叫
，
L

「
白
い
曲
」
は
「
明
昨
階
的
」

と
昔
か
ら
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人

々
の
美
し
さ
へ
の
あ
こ
が
れ
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
歯
の
色
が
悲
く
な
り
、
悩
み

を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

従
来
の
歯
科
治
掠
で
は
、
曲
全

Z頁 目 期日 時 間 対 象 内 容 (その他)

2日
1 .2凪自…妊娠 妊娠中 ， ~後の生活、栄設、歯科

母 親 会千... 級 受付
20週-27巡の妊婦 衛生、赤ちゃんふれあい体験

(3回目は両親学級)
9日 9・00-9:15 3回目…1・2回 持参…母子健康手帳、 11);記}flf~ 、

16日
日参IJIJの妊婦と父 パスタオル(9日)、歯ブラシ06日)
親になる)J、家抜 *包括で予約

4カ月児相談 6日、13日受付
平成12年l月生まれ 身体計i剤、栄養歯科-77児相談など

20日 9:10-9・55 (対象児に通知1) 持参…母子健康手帳、パステオルなど

t同'" JI日し 相 号員P班E 21日 受付
乳幼児の育児につ 身体測定、栄養・歯科・育児相談

9:15-9:55 いて相談のある方 持参・・・母子健康手帳

小児マヒ生ワクチン
中止 詳しくは、 上記参照(ポリオ投与

1議:6カ月見佳麗診査 l目、 8日
受付 平成10年11月生まれ 持参…母子世ttLli手帳、健診禁、
9:15-10:00 (対象児に通知) 首Iブラシ (殺と子の2本)

2歳8カ月児歯科健診 受付 平成9if.IOn生まれ 希望者には、フッ化物塗布をします
15日 9・15-10・30 (対象児に通知)

持参…母子健康手帳、歯ブラシ(貌
と子)、コップ、タオル

3歳児健康診査 l目、 8日
受付 平成8年IIH生まれ 持参…母子健康手帳、世tt診察、歯プ
12・45-13:30 (対象児に通知j) ラシ(親と子)、コップ、尿、アンケート

離乳食教室 29日
受付 乳児を持つ母親 簡単にできる離乳食のっくり方、試
9:30-10・00 食 *氾話で予約 (先着20人)

肩こり ・腰痛教室 12日、26日
受付 日こり1)'則前予防の体操、栄養の話、歯の話ーなど
13:00-13:30 持参…健康手帳、体操のできる服装

木品a、 養 相 日英 随JI寺 m~ì.iで予約 指導を受けたい方 カロリーチェッ夕、献立アドバイス

酒 室"" 相 談 2日
13:30-15:00 アルコール問題を

グループミーティング

アルコ ール家族教室 913 抱えた本人、家族 お気軽にご相談ください

宮(87)1131

体
を
削
っ
て
そ
の
上
に
セ
ラ
ミ
ツ

一

ク
を
閉
山
い
被
せ
る
か
、

表
か
ら
見

↑

え
る
色
の
袈
わ
っ
た
部
分
を
0
・
一

5
馴
ほ
ど
削
り
、
そ
の
上
に
ご
く

一

部
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
張
り
付
け
る

↑

方
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

一

ま
た
、
失
活
曲
(
神
経
の
な
い

一

曲
)
に
対
し
て
は
、
曲
の
内
部
に

十

強
い
卵
白
剤
を
入
れ
て
曲
を
白
く

↑

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活

一

曲
(
神
経
の
あ
る
曲
)
に
は
用
い

一

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一

最
近
に
な
り
、
圏
内
外
で
的
を

一

政
白
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
機

?

川
市
や
築
制
が
開
発
さ
れ
、
生
活
曲

一

で
も
か
な
り
白
く
す
る
こ
と
が
で

一

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一

た
だ
、
ど
の
よ
う
な
変
色
し
た

一

曲
に
も
効
mm
が
あ
る
訳
で
は
あ
り

↑

ま
せ
ん
。
ま
た
、
副
作
用
も
な
い

一

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
か

一

か
り
つ
け
の
歯
科
医
に
相
談
を
し

一

て
く
だ
さ
い
。

一

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
歯
科

一

医
師
会
宮
(幻
)
0
0
8
8

一一H
譲
り
ま
す
H

↑

v有
料

で

牢

ス
タ
y
ド
レ
ス
タ

十
イ
ヤ

(1
8
5
R
同
・:
2
本、

1

一
7
5
R
同
・:
2
本
)
〈
上
原
宮

一8
5
7
3
1〉

↑

-v
無

料

で

牢
幼
稚
園
児
朗
ピ
デ

一
オ

・
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
ニ
メ
絵
本
館

一
日
巻

〈
天
田
宮
(幻
)
4
0
9
2〉

~
H
譲
っ

て
く
だ
さ
い

H

未熟児等発達相談 29日
受付 発途の巡れが心配 医師-相談只・保健婦}等による相談指導
13:00-14:00 なl歳までの子 牢通知者以外は電話で予約(地域指導課)

療 t同R 相 E英 29日
受付 整形外税的に心配 ~を形外科医の診察、保健婦の相談 ・
13:00 -14:00 な18歳未満の子 指導持参…母子健lIi手。'J~

アルコール悩みごと相議 51:1、19日14:00-16:00 
アルコ ル問題を 医師ffia史民・保健婦等による相談
抱えた本人、家族 *専門医の相談は予約カ也、要

心の健康相談
21:1、9日14:00-16・00紛事1'

病、紛争11事11経 医師-相談μ・保健婦等による相談
16日、23日 症で悩んでいるカ 本 l属託I~の相談は予約が必要

柏市柏25 5 (国道6号呼塚交差点付近)n(67)1255 

※該当者で個人通知が周かない}jは保健センターにお111)い合わせください

綿保健所

@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

俳句
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月 5日 (必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先 干270・1192我孫子1858市役所広報室

短瓢
E選

沼手手ト主主空包'大2日 以ニ抗岩初屋大
Bíl 愁WJ吋~IJ 1t1J'fのの内 il'i'つ :f!-t病
をやむ住ゐj、にうみ月v;を水ば fs:に
たも追;.ti~ しどの包双tめき JJ券
つの イ'1'上にだりみみ:';主主天保ち
ぷ 言 め寸開れ 1¥岱どてに地似た
りひきく桜のり余受く区る
とたて白を主改にるける詰詰[こ
l汲げ五花拐や染若てり所希3
ひな六火ら新ま諜おと地の
脱 γj、;;j立 す茶りかさ鉄 虫 笑
の犬 風説〈庭なな様 1J:lぃ凱
ほの む若 児ごにづか
り 11良 諜ーへな

今
井

竹内

回 i'r~Jt木白 ~l~i 川中 i11i 高木
中山田下向勝上野野椛ノ
一栄 多美 村
岩太陽 利明佳恵逃 札 英
夫郎子夫子子子也武子喬子

山本寛太選

ハ
ー
プ
茶
を
さ
せ
ば
市
し
き
香
の
立
ち
て
制
の
茶
の

間

に

心

は

和

む

奥

現

吏

江

』

が

ね

ど

う

か

ん

ま

な

山
吹
の
黄
金
つ
ら
ね
て
咲
き
を
れ
ば
迫
舶
の
故
事
眼

.ヲ
ら・

挺

に

見

る

川

上

進

也

「
私
は
中
国
人
で
す
」
と
ふ
花
嫁
の
向
山
田
似
合
ふ

振
袖
姿
に

、
;
・

小

出

礼

子

4
H
A
1
4
H
 

静
か
な
る
夜
の
宿
り
に
甲
山
し
油
酌
み
交
は
す
山
男

の
こ
ゑ

小
林

光

江

や

そ

百

言
諜
に
て
悔
つ
き
合
ひ
し
こ
と
も
あ
り
八
十
路
と
な

つ
ま

り

し

夫

と

、

水

ら

ふ

小

林

直

江

だ

ぴ

あ

に

長
い
間
ご
山
首
労
さ
ん
と
茶
見
前
の
姉
に
顔
寄
せ
義
兄

は

戸

か

く

東

海

林

博

和

長
き
髪
指
に
巻
き
つ
つ
語
る
孫
の
ほ
に
は
さ
へ
ぬ
胸

-吋

4勺

の

制

世

間

く

凶

口

静

江

地
下
足
袋
を
履
け
ば
気
持
の
し
ゃ
ん
と
し
て
百
姓
気

竹

い

ま

だ

残

る

も

新

抑

孝

広

ふ

る

さ

と

よ

い

と

ζ

故
郷
よ
り
上
京
し
楽
し
従
妹
と
二
人
花
此
め
ぐ
り
ぬ

独

り

身

同

志

に

馬

場

千

仙

子

h
h
v
h
ん

よ

、

?

や

J

亡
き
母
の
米
舟
の
茶
例
制
ひ
っ
つ
わ
れ
も
漸
ぐ
八
ト

路

に

入

り

ゆ

く

山

口

魁

申
白「仰い恥

(ほ
イ
ン
チ
か
却
イ
ン

チ
)〈
釧
川
宮
(但
)
2
6
0
4〉

V
申
し
込
み

各
述
絡
先
に
同
接

屯
話
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ナ
ー

へ
の
掲
蹴
申
し
込
み
は
、
氾
活
で

商
工
観
光
説
消
費
指
導
係
へ
述
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
宮

へお
)
1
1
1
1内
線
3
2
9" 

』
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よみがえる手賀沼さわやかに走ろう約
6
四
手
口
泊
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
的
対
訪
日
(
日
)
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
我
孫
子
市

・
柏

市

・
出
南
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す

る
団
体
、
医
師
会
、
特
祭
な
ど
が

協
力
し
て
山
催
し
、
昨
年
は
7
7

2
6
人
の
選
手
が
出
場
。
大
会
迎

営
、
安
全
対
策
、

参
加
者
の
満
足

度
等
が
評
価
さ
れ
、
卯
全
凶
ラ
ン

ι~風景」写真コンテス卜
夏の部門

作品募集 出場者募集

ニ
ン
グ
大
会
1
0
0
選
の
総
合
第

7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
コ
l
ス
沿
道
や
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、

交
通
規

制
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、

一
回
の
ご
現
附
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

V
種

目

ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン

V
参
加
資
格
問
蹴
以
上
の
他
山械

な
方
で
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
2

時
間
却
分
以
内
で
完
走
で
き
る
方

V
定
員

先
着
6
0
0
0
人

(振

込
日
付
順
)

V
参
加
貨

3
0
0
0円

V
大
会
要
項
配
布
場
所

市
役
所

本
庁
、
支
所
、
行
政
述
絡
所
、
教

古

賀

会
、
市
民
体
出品

V
申
し
込
み
方
法

大
会
袈
羽
に

添
付
の
掠
替
用
紙
に
必削
声
明
以
を

明
記
し
、

7
月
引
口
(
月
)
ま
で
に

参
加
山
を
恨
り
込
み

V
問
い
合
わ
せ

手
引
泊
エ
コ
マ

ラ
ソ
ン
尖
行
委
日
会
事
務
阿
古

(日
)
8
3
4
5
、
市
教
育
委
員
会

体
育
協
宮
(幻
)7
5
5
5

成
旧
制

(我
孫
子
1
成
田
川
)

が
全
綿
開
通
し
て
、
来
年
で
1
0

0
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
、
沿
総
U
市
町
村
で
榊
成
す
る

成
凶
州
制
緩
線
化
促
進
則
成
会
で
は、

「成
田
綿
の
あ
る
風
玖
」
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

優
秀
な
作
品
は
表
彰
し
ま
す
の

で
、
有
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
o

v
テ
l
マ

成
回
線
の
あ
る
風
長

(車
両
、
駅
舎
内
外
、
組
路
等
が

写
っ
て
い
る
風
民
)

V
規
格

カ
ラ
l
凹
ツ
切
り
判

(ワ
イ
ド
判
も
可
)

V
撮
影

・
応
募
期
間
(
夏
の
部
門
)

6
月

1
uか
ら
8
月
末
日

V
表
彰

春
耳
秋
冬
の
季
節
ご
と

に
、
最
優
秀
立
、
優
秀
賞
、
入
賞

を
表
彰

(入
賞
者
は
後
H
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
応
募
資
格

ど
な
た
で
も

V
応
募
規
定

①
作
品
は
、
各
部

門
1
人
5
点
ま
で

@
容

器

作

募

集

c 
00 

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
挑
進
協
秘
会

で
は
、
今
年
も
手
口
沼
写
兵
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
器
作
品
の
中
か
ら
催
秀
な
作

品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
手
自

沼
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
の
刊
行
物
に

使
用
し
ま
す
。

有
っ
て
、
ご
応
非
く
だ
さ
い
。

V
テ
l
マ

平
賀
沼
と
そ
の
周
辺

(市
役
所
成
回
線
桜
線
化
批
進

室
、
各
支
所

・
行
政
連
絡
所
に

用
意
)
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別、

屯
話
番
号
、
耐
路

場
所
、
肌
山
川
路
年
月
円

・
時
間
、

組
名
を
明
記
し
、
作
品
の
高
田

に
セ
ロ
ハ
ン
テ
l
プ
で
貼
付

③
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
。
返
却
を
希
望
す

る
場
合
は
、
返
却
用
切
手
8
0

0
円
分
を
同
封
し
、
応
判
事
足
の

備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
入

④

入
賞
以
上
の
作
品
に
つ

い
て
は
、

ネ
ガ
(
ポ
ジ
)
の
拠
出
を
お
願

い
し
ま
す

⑤

作
品
の
第

一
使

用
棉
は
ま
俄
者
に

M
Mし
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
刊
行
物
に
使

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

V
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

郵
送
ま
た
は
持
参
で
我
孫
子
1

8
5
8
市
役
所
成
問
線
復
線
化

舵
進
室
宮
(お
)1
1
1
1
内
総

2
3
3
へ

V
規
格

カ
ラ
l
凶
ツ
切
り
判
で

仙
而
き

(ワ
イ
ド
判
も
可
)

V
募
集
期
間

6
月
1
日
(木
)か

ら
6
月
初
日

(金

・
必
治
)
ま
で

V
応
募
資
格

ど

な
た
で
も

V
表
彰

最
優
秀
位
、
俊
秀
立、

入
賞
V
応
募
規
定

①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
-
人
3
点
ま
で

②
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん

③
応
非
烈

(市
手
幻
沼
諜

に
用
立
)
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
崎
町
持

場
所
、
搬
拶
月
、
題
名
を
明
記
し
、

作
品
の
事
而
に
貼
付

@
応
弘
作

品
は
手
幻
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
や
刊
行

物
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

V
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

我
孫

子
1
8
5
8
市
役
所
手
賀
沼
鵡
宮

(お

)
1
1
1
1内
総
4
6
2

|救急講習会姉募集l
大切な人の命を救えるのはあなたです

そ
せ
い

消
防
坑
で
は
、
心
肺
蘇
生
法

の
知
識
と
技
術
を
宙
科
す
る

「救
急
消
門
会」

を
実
施
し
ま

司。
.す

布
佐
南
自
治
会
集
会
所
。
-
助
成
を
受
け
完
成

布
佐
二
丁
目
自
治
会
子
ど
も
徒
輿

布
佐
南
自
治
会
集
会
所

方
に
も
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な

っ
て
い
ま
す
。

布
佐
南
白
治
会
集
会
所
が
、
千

諜
川町
の
「
平
成
U
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
中
業
補
助
金
」
の
助
成

を
受
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

集
会
所
は
、
延
べ
床
面
積
卯

・

幻
ば
の
広
さ
の
木
造
平
一回
建
て
で
、

約

m
uの
多
目
的
室
(
会
議
室
)
、

8
仕
の
和
室
、
キ
ッ
チ
ン
が
あ
り

ま
す
。
下一梨
県
相
枇
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
迎
合
し
、
防
苔
の
あ
る

布
佐
二
丁
目
自
治
会
子
ど
も
御
輿

布
佐
二
丁
目
自
治
会
の
子
ど
も

み
よ

L

御
興
が
完
成
し
、
竹
内
神
社
の
祭

礼
で
の
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
御
興
は
、
日
さ
1
1
0
m
、

並
さ
約
白川
崎で
、
子
ど
も
加
数
人

で
か
つ
ぐ
大
き
さ
で
す
。

な
お
、
こ
の
御
輿
の
製
作
に
は
、

平
成
日
年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け

て
い
ま
す
。

¥ 

』

F
出
番
を
待
つ
子
ど
も
御
輿

企
補
助
金
を
受
け
完
成
し
た
集
会
所

消
防
者
の
故
急
隊
只
が
、
人

形
を
使
い
、
具
体
的
に
人
工
川町

吸
や
止
血
法
を
指
導
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
救
急
引
が
到
者

す
る
ま
で
の
川
に
、
あ
な
た
の

周
り
の
人
を
救
う
技
術
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

V
日
時

7
月
日
日
(
土
)
午
前

9
時
か
ら
正
午

(参
加
無
料
)

V
場

所

消

防
本
部
2
附

V
内

容

救

急
隊
只
に
よ
る

一

人
法
の
心
肺
麻
生
法

・
大
山
胤

時
の
止
血
法
指
導

(講
習
後
、

救
命
技
能
適
正
と
認
め
ら
れ
た

方
に
は
修
了
証
を
交
付
)

V
対

象

市

内
従
住

・
在
助
者

V
定
員
先
着
叩
人

V
申
込
期
限

6
月
刊
日
(金
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
話
ま
た
は
直
接
、
消
防
本
部

幹
防
川
州
政
急
救
助
係
官
(別
)
7

7
0
1
へ

(市
内
消
防
署
で
も

受
け
付
け
)

南
海
'
也
P

g 

西部福祉センターで

湯西川温泉に入ろう

栃
木
県
の
蹴
氷
郷

・
架
山
村

の
ご
併
な
に
よ
り
、
机
柳
田
川
沿

泉
の
お
湯
が
阿
部
制
祉
セ
ン
タ

土
産
文
化
振
興
財
団
で
は、

千

山山
県
内
で
活
動
し
て
い
る
例
人
・

団
体
を
助
成
し
ま
す
。

V
助
成
対
象
県
内
在
住
者
ま
た

は
県
内
で
市
制
し
て
い
る
例
人
・

団
体
V
助
成
分
野

伝
統
芸
能
、
管
楽
、

出
刷
、

絵
画、

工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど

V
助
成
金
額

1
件
に
つ
き
1
0

0
万
円
の
純
山
内
で
支
給

V
募
集
期
間

6
月
1
日
(
木
)
か

ら
8
月
1
日
(火
)ま
で

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
土
産
文
化
振
興
財
団

E
0
4
7

(
3
6
4)
3
6
8
9

へ

6月15日(木)から17日(土)まで

ー
に
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
が
少
な
い
た

め
、
点
で
の
来
場
は
避
け
、
巡

回
パ
ス
を
ご
利
刑
く
だ
さ
い
o

v
温
泉
が
利
用
で
き
る
臼
時

6
Hn
日
日
(木
)
か
ら
げ
口
(
土
)
午

前
川
時
か
ら
午
後
4
時

V
温
泉
の
源
泉
名
架
山
村
日

向
第
二
似
決

V
泉
質

ア
ル
カ
リ
性
単
純
硫

h
Ag
仏

τ立

六古
川刀
山
rd

V
効
能

神

経・
師、

筋
肉
痛、

関
節
捕
、
慢
性
消
化
総
病
、
痔

疾
、
冷
え
性
、

閲
節
の
こ
ゐ
ぱ

り
、
う
ち
み
、
く
じ
き
、
疲
労

回
復
、
他
山
明
進
な
ど

V
利
用
対
象
者

ω段
以
上
の

市
内
在
住
者

V
場
所
・
問
い
合
わ
せ

凶
部

招
祉
セ
ン
タ
ー
宮
(訂
)
5
8
1

0
0
 

市制30周年記念

[ひるの聯曲J公開録音

FM N H K . 

... 

二郎

N
H
K
干
誌
肱
送
局
で
は
、
我

孫
子
市
と
市
教
育
委
員
会
と
の
共

似
で
、
N
H
K
-
F
M欣
送
の
帯

組

「ひ
る
の
歌
稲
山
」
の
公
開
録

音
を
山
惜
し
ま
す
。

こ
の
併
机
は
、

表
部
ゲ
ス
ト
と

生
バ
ン
ド
の
前
奏
に
よ
る
歌
訴
シ

ョ
ー
で
す
。

倒
見
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
彼

ハ
ガ
キ
で
ご
応
拡
く
だ
さ
い
。

V
日
時

7
月
初
日
(祝
)
午
後
5

時
加
分
間
場、

6
時
日
分
か
ら
8

時
ま
で

V
場
所

市
民
会
飢
ホ
l
ル

V
ゲ
ス
ト

牢
冠
二
郎

*
ケ
イ
・

ウ
ン
ス
ク

*
神
肝
炎
伽

V
入
場
料

紙
判

V
放
送
予
定
日

7
川
初
日
(
金
)

午
後
O
時
日
分
か
ら
1
時

(N
H

K
・
F
M会
開
放
滋
)

V
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

(1

枚
に
1
名
分
)
に
、
郵
便
4

官
庁、

住
所
、
氏
名
、
氾
話
帯
サ、

返
似

而
に
ご
白
分
の
あ
て
名
を
明
記
し
、

6
川
知
円

(令

・
必
品川
)
ま
で
に

技
孫
子
1
6
8
4
教
育
委

μ会
文

化
課

「
ひ
る
の
歌
話
山
」
係
へ

(応
必
将
多
数
の
場
合
は
州
選
)

V
問
い
合
わ
せ

N
H
K千
誕
放

送
M
E
0
4
3
(2
2
7
)
7
3

i
l
、
教
育
委
品
会
文
化
説
宮

(お
)1
1
5
1

冠ケイ・ウンスク神野美伽

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

V
日
時

6
月
日目円
(ヒ
)
正
午
受

け
付
け
、
午
後
0
時
泊
分
か
ら
3

時
泊
分

(失
効
の
方
は
4
時
泊
分

ま
で
)

V
場
所

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ

ラ
ザ

V
対
象

①
免
許
の
符
効
起
訴
日

が
平
成
7
年
6
月
初
円
か
ら
平
成

8
年
6
刀
M
Uま
で
のわ力、

②
布

効
起
算
U
か
ら
9
年
を
過
ぎ
旧
年

未
満
の
方

V
貸
周

児
新
:
・1
万
1
0
0
0

円
、
失
効
:・
l
万
6
0
0
0
円

(訂
正
は
別
途
5
0
0

0円
が
必

要
)
V
必
要
書
類
等

写
点
2
枚

(3

m
×
3

m
)
、
印
鑑
、
免
許
証
の

コ
ピ
l

(余
白
に
郵
似
番
号
、
住

所
、
屯
話
番
サ
を
記
入
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

必

要
咋
釦
等
を
持
参
し
、

6
刀
旧
H

(k
)ま
で
に
山
接
、
政
孫

f
新
田

辺
の
7
の
引
小
池
必
宮
(
位
)1
0

1
5

へ
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|第23回湖北ミニコンサー同
砂日時・I易所 6月 118(白)午後 惨資格 ・定員 福祉に理解があり、

1時開演‘湖北地区公民宣官 製子作りに興味のある25歳までの

炉内容 ピアノ.フルート‘合唱、 方‘ 1人

ハンドぺJルレ‘我孫子フイJルレ演奏イ他也 .砂砂面j媛妾日 6月1市5臼町(木)午前1叩OB跨寺

惨入燭料 書然草料 砂申し込み .問い含わせ 履E庭童8

-問い合わぜ 山下宜合宝(侶88印)1673 を 6 月 9 日(金)~ま長でに古戸804 同
| イ仇叩叩…(倒例附倒例附附附附 )汚矧)5171引卯抑…1円mワ引1
季節料理の講習会 |

遺伝子組み換え対策済みの安心 1 

食材で、季節を味わう料理づくり。 惨活動日 ・I易所 毎週日曜日、午

国勢調査員750人を募集たまたひなの

玉田雛乃 h ん
('11峠 ・lt&2カrJ)

市では、今年10月 1臼に行わ

れる園事会調査の調査員を募集して

います。応募をお待ちします。

砂資格 秘密を守り、:f!!任を持っ

て栄務を行える20歳以上の方

(税務・ 警監察・選挙に直接関係し

ていない方)

砂募集人員 先お750人 (地区

ごとの定員になり次第締め切り)

炉内容 担当区i或内の世平野名簿と

地図の作成、調査瑛の配布と回収

惨期間 9月下旬から 10月上旬

惨報酬 約 4万円 (調査世部数に

カ

た太
U
U

M

健
l

与
木

仙

川
主
同

(
後 1時から3筒、 中央公民館ほか

砂会費 用2αお円、入会金1αゎ円

惨申し込み ・問い合わぜ 電話て・

山本会(89)4687ヘ

|アヲテイヴ・ヴィオラ水曜会会員|
ミュージカjレ公演を目標に.合

唱・合奏をしてみませんか。

砂日時・渇所 毎月第4水曜日午

前 9時~分から正午まて\天王台北

近隣センター

砂会vl 月1000円 (3カ月分前納)

惨申し込み ・問い合わゼ 電話で

山崎公(88)5598ヘ

回国回目
|平成12年度教科書展示会 l
'日時 6月28日(水)から7月 17

日(月)午前 9時から午後4時30分

惨i@所 柏市役所

惨問い合わぜ 教育委員会学校教

育課金(85)1151

|菊苗無料配布 |

砂日時 6月4日(日)午後1時

惨渇所 ・問い合わぜ 我孫子地区

(中央公民館前)...志賀会(84)ワ3

86，湖北地区 (龍泉寺内)…森山

公 (8ワ)0800

惨日時 6月 15日(木)午前 10鴎

から午後1時まで

惨渇踊天王台北近隣センター

惨定員 先着3⑪人程度(託児あり)

炉参加費 500同 (材料貸)

惨申し込み・問い合わぜ 電話で

生活クラブ生協近震含(82)6371ヘ

回四回目
|臨時学童保育指導員l
p雇用期間 7月 14日(金)から8

月31日(木)

惨郵務時間 ・湯所 午前8B苦から

午後6開示での聞で 184時聞か

ら8時間、市内の学童保育室

惨勤務内容生活余暇指導

'資絡要件 18歳以上で保育の仕

事に熱意をもっ健康な方

砂募集数 20人程度

惨賃金 問給880円

惨申し込み ・問い合わぜ 履歴8
(写真貼付)を6月 15日(木)まで

に子育て支援諜公(85)1111内線

回目回国 ターすU下.H-ドヨJレフ
ヴラウンド・ゴルフ講習会

炉日時 6月7日(水).14日(水)， 

17日(土)いずれも午前10時から

正午 (雨天中止)

T>1易所 湖北台中央公園

炉参加賀 無料

'申し込み 当日直接会場ヘ

炉問い合わぜ 教育委員会体育設

定宝(87)7555

E 体験してみませんか

軽 スポーツ「ベタンつ

軽スポーツを体験しながら、い

い汗をかいてみませんか。

砂日時 6月11日(日)午前9時か

ら正午・・・ぺタンク体験と大会、午

後 1聞から3時…軽スポーツ体銭

※スタンブラリーで参加賞あり

砂湯所 市民体育館

砂種目 ぺタンク、ヘルスバレー

ボール、ソフトバレーボールほか

砂参加対象 小学校高学年から

砂参加盟 無料 (上履き持参)

惨申し込み 当日直接会場ヘ

砂問い合わぜ 教育委員会体育課

合 (87)ワ555

l 第 10国 家庭婦人親目
バド ミントン大会

'日時 ・I易所 6月27日(火)午前

9時開会、市民体育館

砂種目 団体戦 (当日くじ引きで

チーム分け. 1人でも参加可)

惨参加資格 市内在住の家庭婦人

砂参加賀 1人900同

砂申し込み ・問い合わぜ ハガキ

に住所‘氏名.tE話番号を明記し.

よりi~減あり)
子どもつツキング

(学校週 5日制事業 )

炉日時 6月 10日i土)午前9時30

分から午後O時30分

炉燭所中央公民館

炉内寄 手づくりうどん (冷やし

うどん)，水ょうかん

'対象者 市内在住の小学生

惨定員 先着30人

砂申し込み ・問い合わぜ 電話で

総務課統計担当公(85)1111へ

|あやめまつリは |
むよう 害 のため中止に |

6月に予定していたあやめまつ
0・う

りは‘ 5月24日の雷によるあやめ

の被害が大きいため中止します。

これに伴い、 6月 11日に手自

沼公園および我都子手自沼漁協で

予定していた各部イベントも、中

止となります。

砂問い合わぜ 商工会公(82)3131

炉参加賀 350同
i、，、

'搭参 エフロン.三角巾、ふき

ん、手f式きタオjレ‘上!電き

'申し込み・問い合わゼ 匂話て・

中央公民館fi，820515へ
白竹とんぼで遊 lまう
(学校週 5日制事業)
'日時 6月 10日土)午前9時30

から 11時 30分(参加無料)

'渇所湖北地区公民館

静内容竹とんぼ工作、竹馬体験

※材料・用具は公民館で用窓

炉対象小学生親子で参加可)

静定員 30人程度

ー申し込み・問い合わせ 電話ても

中央公民館包(82)0515ヘ

|男の「みリよく」料理入門l
'日時 6用 17日から 11月 18日ま

で.毎月第3土殴自の午前9時30

分から正午全5固 8月は除く)

'湯所 布佐南近隣センター

怪内容料理の基本から簡単なホ

ームハーティーができるまで

帳対象 18歳以上の男性

我孫子稲門会開催(再発足)

砂日時 6月 118(日)、午後 2時

惨煽所 市民会館 (我孫子駅南口

から送迎あり)

惨内容 総会.鵠演会.懇親会立

食パーティーほか

砂会白 ワα)Q円 (懇親会d5000円
を含む)

炉問い合わせ 飯沢公(82)8346

0公共施設利用の継続的な活動は、

侵先的!こ1.Jl所が確保されている也

のではありまぜん。

347ヘ持参

|平成12年度介護教室生|
砂日時 6月 15日(木)から13年 3

月までの毎月第3木曜日、 午後 1

時30分から 3鴎30分(参加無料)

砂渇所 特別養護老人ホーム和楽

園(中峠)

惨定員 先着3⑪人

砂申し込み ・問い合わせ 電話で

和楽園会(88)6261へ

(524LZ)ボランデイア講座生
市民|孟I{1F館本館 5(JI)， 12(JI)， 13(火)‘19(JI)、30(金)

湖北台・布佐分館‘そ付、ぜ号 5(JIト16(金)、19(JI).26(JI)

Ijl央.iM] ~t地区公民館 5(JJ). 12(}J). 19(}J).26()J) 

μ の |作 物館 5(Jl)，12(}J).19(}J)‘26()J) 
市民 プフザ 1 (A，).8(木)，15(本)
ili 1疋 会 館 5(}!)，12り1)，19(}1)之6(}J)

つつじ~t.西部福祉七ンデー5(}J)‘12(JI).13(火1.19(JI).26U])ユ7(火)
市民体育館 26(JI) 

ふれあい工房ー5(JI)、12(}J).19(}J)，26(JI)

'定員 16人 (先むJII員) 6月 19日 (月 ・必君)までに並木 炉臼時 6月 16から8月4日まで

'指参工フロン.三角品、ふさ 8の10の19白鳥閣美ft(82)0フ56へ の毎週金曜日 (全8回)、午後 1
ん、手拭きタオjレ司台ふきん |洋 ラン 会講習会 | 時30分から3時30分まで

ー参加賀 5000円(5回分) L~洋ランの植え替えとコサージユの作リ方JJ t>場所 市民会館(参加無料)
惨日時 6月 18日(日)午後2時か 炉内容 諮殺(障害について、福

祉施設の紹介他)、実技・体総(福

祉施設でのボランティア.車イス

の使い方ほか)

惨定員 先着25人

惨申し込み ・問い合わぜ 電話て・

6月 148(水)までにボランティア

センタ一台(85)5233ヘ

影絵サーワjレボランティア

ー申し込み・問い合わぜ 電話で

中央公民館公 82)0515ヘ

第 5回我孫子市オーブン
ラージポ ール 卓 球大会

怪日時 ・1易所 7月2日日午前

9時から受付、市民体育館
静種目 団停戦...3ダブルス (1 

チーム男1女 2)で合計年齢がq

175歳以よの也s.2)1ワ4館以下のBs)

個人戦 ・40織がらワO歳までの年

代別男女シングjレス

ー参加資格 40歳以上の方

ー参加盟 団体戦 1チーム2000

円.個人戦 1;朗自ワ00同

b申し込み・問い合わぜ ハガキ

に大会名.曜日、チーム名‘代表

者の住所氏名電話醤号、参加

者全員の氏名を明記し、 6月9日
(金必む)までに古戸260の 36

厳由良子公(88)6956ヘ

lチャリティー力ラオケ大会|
ー日時 6月 4日r日)，午前 10時

開場 f入場無料)

ー渇所 湖北地区公民館

ー問い合わゼ 荻笠宮(69)1708 

ら4時

砂i易所 市民会館

砂参加賀 洋ランの値え替えー鉢

500円、コサージュの作り方5∞円

惨問い合わぜ 小倉公(82)0ワ02

力Jレテツト・アルモニコ
弦楽四重奏コンサ ー ト

砂日時 6月9日(金)午後6時30

相談等
内 ~与ヨr司. 日 時 場 所 問い合わせl

il;jJt羽 l談(ー.)~ギjaíIJ)
6(火).13(火)、15(木)、20(火}ili l¥とfllJ炎2;三

犯- 。I叱， i思
27(火) 9:30、15:30 (-1.:) i" 2 1併)

※予約は、6}-)1 rl (木)8:30から'. ll. JI'iで絡 ， 1~: 1~~!へ。

4えJガ+11.1東(予約高1])I 16(王位)10:00、15:00 本)1'J 1椛 Ifíi ~~iZ~ 収説説

※予約は、6}-)12 H ()-J)8:30から)ll;l，号で収税;l~lへ。

人材首 相 談 22(木)10:00、15:00 1<;，¥1'11:総合相談室 ~titi支援誠!

n 必E オ'll日炎 22(木)10:00、12:00 ili広i中IJJl員計三 fi\・ ~I ~: ~t 

イ.;!Iiぬ j}医4・11J炎
9(ft;) 10:00、15:00

ili tl!:オLI;!炎ど注
lli築 J行 ~L~æ日

イ七 士記 4・U ~9~ ilT民 ホール

公:j凶'J[.il& ~'ll 談 12(月)10:00、15:00 交 j瓜 披 1liH;!~l 火迎盟主制IJ~目!

心の十"談(予約制) 7(7J，.) 13:30、15:30 1<1，HH;色合中IIJ炎宅 lI，i付総合tll談室

私I! )，J-t ~・11 ，1炎
2(金)10:00、11:15 つつじ，11・つつじ荘
9(金)10:00、11:15 jJ~mllí;HiI:センター 阿部福祉センター

健111づくりうんどう教室
14(水)10:00、11:00 布(tln公園内うんどう遊m

保健センター
16(ゴit)10:00、11:00 n台西館lJliうんどう巡司

f占1I1.~I:きがいづくり
13・27(火)10:30、16:00

ふれあい福祉センター

相談u約出11) m会福祉16議会ド紗い)
5 '19υJ) 9:00、15:00 ふれあい福祉七ンター 社会ね，¥11l 

，L、何己こ了と 中日，i淡 12 (月)9:00、15:00 1~Hillセンタ ー 協議 会

26(月)9:00、15:00 ~fí佐IliI~センター本館

五山 剣~ ~:I I J炎 4'IS(日)10:00、14:00rl:会r1o¥111:協議会

分開場， ?時間演

惨渇所 アミュゼ柏

惨曲名 ドボルザーク・・・弦楽四重

奏曲「アメ リカ」ほか

炉入娼料 2500円(全席自由)

炉問い合わぜ 西尾公(83)6885

|シニア対象ホームステイセミナー|
惨日時 ・燭所 6月 10日(こと)午後

1時30分から3時30分‘市民会館

砂内容 カナダ ーオーストラリア

でのシニア対象のホームステイ

険対象 シニアまたはホームステ

イに関心のある方

砂定員 先哲36人

惨参加fi 500円(資料代)

砂問い合わぜ 上原怨(84)5322

つくばね共同作業所(中峠)で

は‘メンバーと一緒に影絵をして

くださる方を募集しています。

惨活動白 毎月第 1火曜日‘午後

3時30分から 5崎

炉所在地 中峠 1544の5

炉問い合わぜ つくばね共同作業

所・後磁まま(88)7594

|税務職員 l
b受験資格昭和55年 4月 28か

ら昭和58年4月 1日生まれの方

惨受付期間 6月21日(水)から6

月28日(水消印有効)

惨問い合わせ 柏税務署総務観念

(46)2321 

'ー

この広報紙は再生紙を使用しています
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